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平成 27 年度　一般会計当初予算

「神瀬の石灰洞窟」が国名勝に指定



＊ Monthly Pick Up Topics ＊

今月の
表紙

村内小中学校では、入学式が
行われました。一勝地小の新
１年生は、柳詰村長から黄色
い帽子をかぶせてもらい、ほ
ほ笑ましい表情を見せていま
した。

４月３日には洞窟内の熊野座神社で例大祭が行われました

220 年前の価値ある景観を評価
「神瀬の石灰洞窟」が国名勝に指定
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　神瀬堤岩戸地区にある県指定天然記念物「神瀬の石
灰洞窟」が３月 10日の文化庁官報告示により、肥後領
内名勝地の一つとして国名勝に指定されました。国名
勝とは、文化財保護法に基づき、芸術上または観賞上
価値の高いものを文部科学大臣が指定するものです。
　県では、約 220年前の近世肥後の風景を描いた『領
内名勝図巻』の風景地を特定し、現代によみがえらせ
る取り組みの一環で『領内名勝図巻』に描かれた名勝
地について調査を実施。調査結果から「神瀬の石灰洞窟」
を含む５カ所が評価され、その後、国が一括して国名
勝に指定しました。

急流と鍾乳洞の里「球磨村」
球磨村は熊本県の南部にあります。九州最大の鍾乳洞「球
泉洞」や村の中央を球磨川が流れ、眼下に雄大なパノラ
マが広がる自然豊かな遊びの宝庫です。穏やかに、緩や
かに、人と自然が調和した悠久のロマンが、今も受け継
がれています。
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平成 27 年球磨村議会第１回定例会が３月９日から 12 日まで
開催され、柳詰村長が施政方針を述べました。

施政方針
平成27年度

村では昨年９月に、球磨川沿線の国道 219 号線を「エメラルドグリーン街道」と名付けました。
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昨
年
11
月
に
、
新
規
就
農
者
で

つ
く
る
「
農
愉
会
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
の
新
規
就
農
者
の

増
加
や
、
生
産
意
欲
の
向
上
と
、

持
続
す
る
安
定
し
た
農
業
経
営
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
、
新
規
就
農

者
育
成
会
と
し
て
助
成
を
行
い
、

球
磨
村
の
農
業
の
振
興
と
後
継
者

不
足
対
策
に
努
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

農
業
所
得
の
向
上
に
お
い
て

は
、
高
齢
者
で
も
稼
げ
る
農
業
の

推
進
と
し
て
、
イ
ン
ゲ
ン
や
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
オ
ク
ラ
、
甘
長
唐

辛
子
、ホ
オ
ズ
キ
、ク
リ
ユ
タ
カ
、

そ
し
て
薬
草
の
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
の

７
品
種
の
振
興
作
物
の
栽
培
を
推

進
し
ま
す
。

農
林
業
の
振
興

就
農
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の

充
実
・
強
化

　
10
年
間
で
約
１
０
０
０
人
の
人

口
が
減
少
し
て
い
る
本
村
で
は
、

こ
れ
か
ら
の
将
来
を
考
え
る
な
か

で
、
人
と
人
が
共
に
支
え
、
次
の

世
代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に

は
、
生
き
生
き
と
し
た
地
域
を
育

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
度
、
村
で
は
、
共
助
の
む

ら
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
を
設

け
ま
し
た
。地
域
別
や
団
体
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
が
行
わ

れ
、
活
気
あ
ふ
れ
る
地
区
再
生
へ

の
第
一
歩
が
踏
み
出
せ
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
、
地
域
の
祭
り
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

共
助
の
む
ら
づ
く
り

活
発
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
を

目
指
し
て

　
村
で
は
、
村
有
林
の
伐
採
収
益

の
一
部
を
水
資
源
活
用
基
金
と
し

て
積
み
立
て
て
き
ま
し
た
。
昨
年

度
か
ら
は
、
こ
の
基
金
を
活
用
し

て
、
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
な
ど

の
改
修
を
図
り
、
安
心
安
全
な
水

資
源
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

村
営
の
簡
易
水
道
事
業
で
は
、

現
在
は
４
地
区
に
分
か
れ
た
管
理

運
営
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
老
朽
化

し
た
送
水
管
の
敷
設
替
え
対
策
に

備
え
る
た
め
、
現
４
地
区
簡
易
水

道
事
業
を
一
本
化
す
る
統
合
認
可

申
請
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

安
心
安
全
な
水
資
源
の
確
保

地域の美化作業

活
動
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
、
地
域
の
自
立
し

た
特
色
あ
る
活
発
な
地
域
づ
く
り

が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
球
磨
村
合
併
60

周
年
の
節
目
を
迎
え
た
年

で
し
た
。
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
あ

わ
せ
て
実
施
し
た
記
念
式
典
は
、

多
数
の
ご
来
賓
や
村
民
の
皆
さ
ん

を
迎
え
て
盛
大
に
挙
行
で
き
、
村

長
と
し
て
光
栄
こ
の
上
な
く
、
万

感
胸
に
迫
る
思
い
で
し
た
。
こ
れ

を
機
に
、村
民
皆
さ
ん
の
た
め
に
、

村
民
の
幸
福
の
た
め
に
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を
新
た
に

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
昨
年
５
月
に
日
本
創
生

会
議
に
よ
り
、
２
０
１
０
年
か
ら

40
年
ま
で
の
間
に
若
年
女
性
（
20

歳
～
39
歳
）
が
、
50
％
以
上
減
少

す
る
消
滅
可
能
性
都
市
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
県
内
26
市

町
村
が
含
ま
れ
て
お
り
、
本
村
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け

て
国
で
は
、
人
口
急
減
・
超
高
齢

化
と
い
う
課
題
に
政
府
一
体
と

な
っ
て
対
応
す
る
た
め
、
９
月
に

「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
本
部
」

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
12
月
に

は
、将
来
の
方
向
性
を
示
し
た「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

実
現
す
る
た
め
に
取
る
べ
き
５
年

間
の
戦
略
を
示
し
た
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が

閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
自

治
体
に
は
、
こ
れ
ら
を
勘
案
し
な

が
ら
、
本
年
度
中
に
「
地
方
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」「
地
方
版
総
合
戦
略
」

を
策
定
を
す
る
こ
と
が
求
め
て
お

り
、
本
村
で
も
策
定
を
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
は
、
本
村
の
将
来
の
方

向
性
を
決
め
る
重
要
な
年
と
な
り

ま
す
。
今
後
、
策
定
に
向
け
英
知

を
結
集
し
、国・県
と
一
体
と
な
っ

て
球
磨
村
の
創
生
へ
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

公
民
館
高
沢
分
館
に
お
い
て

は
、
地
域
か
ら
解
体
撤
去
の
要
望

が
あ
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、

体
育
館
内
の
会
議
室
や
ト
イ
レ
な

ど
の
改
修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
避
難
施
設
と
し
て
の

機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

公
民
館
高
沢
分
館
の
地
域
避
難

施
設
と
し
て
の
機
能
強
化
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地
域
観
光
資
源
の
活
用
と
し
て

は
、
日
本
の
棚
田
百
選
の
一
つ
で

あ
る
松
谷
棚
田
に
棚
田
百
選
農
地

保
全
支
援
員
を
配
置
し
、
荒
廃
し

た
農
地
の
再
生
に
取
り
組
み
美
し

い
棚
田
の
景
観
整
備
に
取
り
組
む

方
針
で
す
。
日
本
で
最
も
美
し
い

む
ら
推
進
事
業
で
は
、
こ
の
一
年

間
、
球
磨
川
沿
線
の
国
道
や
県

道
、
肥
薩
線
沿
い
公
共
施
設
周
辺

な
ど
の
景
観
整
備
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
昨
年
９
月
に
は
、
球
磨
川
沿
線

の
国
道
２
１
９
号
線
を
エ
メ
ラ
ル

ド
グ
リ
ー
ン
街
道
と
名
付
け
、
村

内
外
に
向
け
て
自
然
の
豊
か
さ
を

Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
誘
致
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
春
に
は
サ
ク
ラ
、
夏
に
は
涼
し

げ
な
球
磨
川
、
秋
は
モ
ミ
ジ
を
楽

し
む
観
光
客
が
増
え
る
よ
う
に
自

然
豊
か
な
球
磨
村
の
観
光
資
源
と

し
て
、
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

木
材
産
業
が
低
迷
す
る
な
か

で
、
村
の
貴
重
な
財
産
を
守
り
受

け
継
い
で
い
く
こ
と
は
私
た
ち
の

大
切
な
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
「
雇
用
の
創
出
」「
人
材
育

成
」「
村
民
所
得
の
向
上
」
を
目

的
と
し
た
、
村
有
林
10
㌶
の
伐
採

林
業
生
産
基
盤
の
整
備

と
造
林
整
備
を
行
う
法
正
林
化
の

整
備
を
は
じ
め
、
持
続
す
る
適
正

な
森
林
整
備
を
行
っ
て
い
く
上

で
、
木
材
産
業
に
か
か
る
基
盤
整

備
は
、
私
た
ち
が
計
画
的
、
効
率

的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
村
全
体
の
林
業
振
興
対
策
と
し

て
、県
営
事
業
で
林
道
岡
大
槻
線
、

林
道
川
島
大
岩
線
の
開
設
が
行
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
村
営

事
業
と
し
て
は
、
林
道
東
俣
線
開

設
事
業
、
林
道
広
野
線
改
良
事
業

の
早
期
完
成
に
向
け
て
着
実
に
事

業
を
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。
ま

た
、
神
瀬
の
大
浦
山
の
山
腹
崩
壊

に
よ
り
長
期
間
通
行
止
め
と
な
っ

て
い
た
林
道
大
槻
大
岩
線
に
つ
い

て
は
、
橋
梁
の
架
け
替
え
を
含
む

復
旧
改
良
の
見
通
し
が
立
ち
ま
し

た
の
で
、
本
年
度
で
改
良
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
作
業
道
や
林
道
と

い
っ
た
林
業
生
産
基
盤
の
整
備

を
、
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
対
策
で
は
、
商

工
会
へ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
の
発
行
の
助
成
を
続
け
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
、
昨
年
度
国
の
補

正
予
算
に
よ
る
消
費
喚
起
と
住
民

生
活
支
援
を
目
的
と
し
た
地
域
活

振興作物のミシマサイコ

プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
㌫
の
商
品
券

地
域
観
光
資
源
の
活
用

日本の棚田百選「松谷棚田」

つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
づ
く
り

の
展
開
へ

　
一
勝
地
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
設

立
か
ら
20
年
目
を
迎
え
老
朽
化
し

た
設
備
の
改
修
等
も
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
球
磨
村
総
合
エ
ネ

ル
ギ
ー
計
画
に
基
づ
き
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
と
し
て
太

一
勝
地
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支

援
交
付
金
を
活
用
し
、
プ
レ
ミ
ア

ム
率
30
㌫
の
商
品
券
の
発
行
を
計

画
し
て
お
り
、
多
く
の
村
民
の
皆

さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
引
き

続
き
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
も
行

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
日
本
で
最
も
美
し
い

村
の
推
進
活
動
を
図
っ
て
い
き
な

が
ら
、
将
来
に
お
い
て
村
民
一
人

一
人
が
日
本
で
最
も
美
し
い
村
と

し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
生
き
生
き

と
し
た
活
発
な
地
域
活
動
が
行
わ

れ
る
よ
う
な
つ
な
が
り
の
あ
る
地

域
づ
く
り
を
展
開
し
、
心
豊
か
な

村
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

国道 219号沿いに咲くサクラ

一勝地温泉かわせみの太陽光発電システム

　
村
で
は
、
奨
励
作
物
育
成
助
成

金
と
し
て
、
生
産
部
会
へ
の
助
成

を
行
い
支
援
し
ま
す
。

　
農
林
業
に
被
害
を
及
ぼ
す
有
害

鳥
獣
捕
獲
事
業
で
は
、
深
刻
化
す

る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
本
村
の
地
方
創
生
事
業
の

一
つ
と
し
て
駆
除
隊
の
出
務
に
よ

る
被
害
防
止
対
策
を
強
化
し
て
い

く
方
針
で
す
。

施政方針平成 27 年度
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本
村
の
公
共
交
通
体
制
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
で
大
き

く
変
化
し
ま
し
た
。
利
用
者
は
、

以
前
よ
り
大
き
く
増
加
し
て
お

り
、
高
齢
者
を
中
心
に
貴
重
な
交

通
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

交
通
弱
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
た

バ
ス
の
運
行
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

球磨村コミュニティバス

若
い
世
代
が
誇
り
を
持
て
る
む
ら
づ
く
り

　
若
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
は
、「
若
者
が
結
婚
し
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
」「
若

者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
」「
若
い
人
た
ち

が
ゆ
と
り
の
あ
る
充
実
し
た
生
活

が
で
き
る
環
境
」
だ
と
考
え
ま

す
。
本
年
度
で
は
、
神
瀬
木き

や
の
す
み

屋
角

地
区
の
村
有
地
に
２
戸
の
定
住
促

進
団
地
の
整
備
を
行
い
、
若
者
の

定
住
人
口
の
増
加
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
児
童
福
祉
の
面
で
は
、
乳
幼
児

の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
と
と
も

に
、
働
く
保
護
者
を
支
援
す
る
た

め
、
県
下
で
も
大
幅
な
軽
減
を

行
っ
て
い
る
保
育
料
の
負
担
軽
減

や
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
、延
長
保
育
を
は
じ
め
、

保
育
所
で
実
施
す
る
取
り
組
み
に

対
し
、支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
度
の
子
ど
も
医
療
費
助
成

事
業
で
は
、
対
象
年
齢
を
15
歳
ま

で
に
延
長
し
、
子
育
て
支
援
の
拡

充
を
図
り
ま
し
た
。
少
子
化
の
続

く
本
村
の
将
来
を
考
え
る
と
、
さ

ら
に
子
育
て
支
援
を
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
本

年
度
か
ら
は
、
子
ど
も
医
療
費
の

支
給
の
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
に

延
長
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
支
援
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

定
住
促
進
団
地
の
整
備

医
療
費
支
給
対
象
年
齢
を
18
歳

ま
で
延
長

　
小
中
学
校
の
給
食
費
に
つ
い
て

は
、
児
童
生
徒
の
給
食
費
に
対
し

て
２
分
の
１
の
補
助
を
行
い
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
で
は
安
全
な
衛
生

管
理
の
も
と
で
、
お
い
し
い
学
校

給
食
を
提
供
す
る
た
め
に
、
給
食

調
理
員
の
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
検
査
の

実
施
と
、
給
食
調
理
員
の
使
用
す

る
基
準
に
合
っ
た
ト
イ
レ
の
改
修

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

給
食
費
２
分
の
１
補
助

　
現
在
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用

す
る
こ
と
が
、
一
般
的
に
な
っ
て

い
ま
す
。
学
校
教
育
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
社
会
で

必
要
な
情
報
活
用
能
力
を
確
実
に

身
に
付
け
さ
せ
、
社
会
に
送
り
出

す
と
い
う
、
学
校
教
育
の
責
務
を

果
た
す
と
と
も
に
、
教
員
が
子
ど

も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の
向
上

と
、
成
績
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
観
点
で
は
、
家

庭
で
の
学
習
時
間
の
向
上
、
効
率

化
に
よ
り
親
子
で
語
り
合
う
時
間

を
増
や
す
な
ど
、
家
庭
環
境
の
改

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
校
教
育

高
齢
者
に
や
さ
し
い
む
ら
づ
く
り

　

２
月
末
現
在
の
高
齢
化
率
は

40
・
１
㌫
で
、
２・
５
人
に
１
人

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
５
月
、
神
瀬
地
域
に
は
、

神
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
た
か
お
と
を

開
設
し
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

に
よ
る
介
護
予
防
と
、
介
護
事
業

所
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
渡
、
一
勝
地
、
神
瀬
で

高
齢
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

施
設
が
、
１
カ
所
ず
つ
整
備
さ
れ

た
こ
と
で
、
今
後
は
よ
り
一
層
の

高
齢
者
の
在
宅
生
活
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
す

る
緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業
で

は
、
一
人
暮
ら
し
の
不
安
を
少
し

で
も
解
消
し
、
高
齢
者
の
安
否
確

認
や
見
守
り
体
制
を
強
化
し
、
地

方
創
生
事
業
の
一
つ
と
し
て
安
心

で
安
全
な
暮
ら
し
の
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
高
齢
化
対
策
で
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
看
護
師
と
栄
養
士
に
よ
る

訪
問
支
援
事
業
で
、
高
齢
者
の
医

療
相
談
や
助
言
指
導
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
保
健
師
２

人
を
採
用
し
、
引
き
続
き
推
進
し

て
い
く
と
と
も
に
、
介
護
予
防
事

業
と
し
て
、
健
康
教
室
と
栄
養
教

室
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
に
さ

ら
に
力
を
入
れ
、
高
齢
者
の
保
健

予
防
と
介
護
予
防
を
継
続
さ
せ
、

健
康
い
き
い
き
山
村
く
ま
む
ら
を

目
指
し
ま
す
。

介
護
予
防
事
業
の
充
実

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
ま

し
た
。
本
年
度
で
は
、
現
在
の
重

油
ボ
イ
ラ
ー
か
ら
木
質
の
チ
ッ
プ

を
燃
料
と
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
計
画
し
い
ま

す
。
燃
料
は
、
地
元
で
産
出
さ
れ

る
木
材
の
チ
ッ
プ
で
、
経
済
の
循

環
形
成
も
図
り
な
が
ら
株
式
会
社

ふ
る
さ
と
振
興
公
社
の
経
営
を
支

援
し
て
い
く
方
針
で
す
。

訪問支援事業
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善
、
充
実
を
図
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
小
中
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

派
遣
事
業
の
継
続
と
と
も
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
を
図
り
、
子
ど

も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
る
学
習

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
に
も
目
を
向
け
な
が

ら
、
子
育
て
世
代
の
若
者
が
安
心

し
て
子
育
て
出
来
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

電子黒板を活用した授業の推進

抜
本
的
な
治
水
対
策
と
急
傾
斜
地
対
策

　
球
磨
川
河
川
の
渡
地
区
堤
防
に

は
、
国
土
交
通
省
に
よ
り
内
水
排

水
設
備
３
基
が
配
備
さ
れ
、
２
月

７
日
に
完
成
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
る
球

磨
川
流
域
の
宅
地
等
水
防
災
事
業

か
ら
、
今
回
の
内
水
排
水
対
策
事

業
ま
で
、
先
達
の
努
力
の
賜
物
で

あ
る
と
感
謝
い
た
す
と
こ
ろ
で

す
。

　
現
在
、村
内
の
河
川
改
良
で
は
、

県
に
よ
り
小
川
の
堤
防
の
改
修
工

事
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
鵜
口
地
区
の
村
道
熊
田
線
で

は
、
球
磨
川
の
増
水
時
の
鵜
川
に

架
か
る
橋
が
冠
水
し
、
住
民
が
孤

立
す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
本
年

度
で
道
路
の
嵩
上
げ
と
橋
梁
の
架

け
替
え
の
本
体
工
事
が
始
ま
り
、

平
成
29
年
度
に
完
成
す
る
計
画
で

す
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
県
に
お

い
て
は
、
球
磨
川
水
系
に
お
け
る

防
災
・
減
災
ソ
フ
ト
対
策
に
対
す

る
財
政
支
援
計
画
が
あ
り
、
国
・

県
と
と
も
に
防
災
・
減
災
ソ
フ
ト

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
村
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平

成
31
年
度
ま
で
の
行
政
改
革
大
綱

を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
策
定
し

た
行
政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、
住

民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
行
政

改
革
を
推
進
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　
行
政
改
革
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
を
踏
ま
え
、
高
度
化
す
る
社

会
情
勢
に
対
応
し
、
地
方
創
生
を

推
進
す
る
組
織
体
制
に
加
え
、
組

渡地区に配備された内水排水ポンプ

予
断
は
許
さ
れ
な
い
治
水
対
策

　
本
村
は
、
急
峻
な
山
々
に
囲
ま

れ
て
お
り
、
斜
面
の
わ
ず
か
な
平

坦
地
に
集
落
が
散
在
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
住
宅
の
安
全
確

保
を
図
る
た
め
に
、
国･

県
へ
の

要
望
活
動
を
継
続
し
て
行
い
、
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
順
次
整
備

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
度
は

田
代
・
楮
木
の
２
地
区
で
事
業
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
境
目
地
区
で
は
、
県
に
よ
る
治

山
工
事
が
３
月
で
完
成
し
、
大
雨

急
傾
斜
地
対
策
の
推
進
と
球
磨

村
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
策
定

行
財
政
の
運
営

織
の
ス
リ
ム
化
と
効
率
的
な
行
政

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
財
政
面
で
は
、
公
債
費

の
償
還
額
が
高
い
状
態
が
続
く
こ

と
か
ら
財
源
の
調
整
も
厳
し
く
、

全
体
的
に
予
算
規
模
が
大
き
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
収
支
の
均
衡
を
保

ち
な
が
ら
、
適
正
な
行
政
水
準
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
村
と
し
て
は
、
振
興
計
画
に

基
づ
い
た
適
正
で
効
率
的
な
財
政

運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

治山工事が完了した境目地区

に
よ
る
集
落
へ
の
土
砂
流
入
を
防

止
す
る
た
め
、
排
水
路
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

　
現
在
、
役
場
庁
舎
耐
震
改
修
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
役
場
は
、

多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
す

る
公
共
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
防

災
拠
点
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
役
場
庁
舎
の
裏
山
は
、
急

傾
斜
地
の
指
定
地
域
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
役
場
を
利
用
す

る
皆
さ
ん
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
庁
舎
耐
震
改
修
事
業
と
あ
わ

せ
て
、
早
急
に
庁
舎
裏
山
の
防
災

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
防
災
対
策
で
は
、
平
成
21
年
度

に
策
定
し
た
球
磨
村
耐
震
改
修
促

進
計
画
で
、
教
育
施
設
や
役
場
庁

舎
耐
震
改
修
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
、
平
成
28
年
度
以

降
の
球
磨
村
耐
震
改
修
促
進
計
画

を
策
定
し
、
村
有
施
設
の
耐
震
対

策
事
業
に
努
め
て
い
く
予
定
で
す
。 耐震改修工事が進む役場庁舎

健
全
な
行
財
政
の
運
営

施政方針平成 27 年度



　
歳
入
の
主
な
も
の
で
は
、
個
人

住
民
税
の
収
入
実
績
な
ど
か
ら
、

前
年
度
比
70
万
４
千
円（
０・３
㌫
）

の
増
で
、
２
億
３
９
６
２
万
８
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
交
付
金
で
は
、
全

国
ベ
ー
ス
で
０・
８
㌫
減
額
の
見

込
み
で
す
が
、
本
年
度
で
は
、
前

年
同
額
の
16
億
４
５
０
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
普
通
交
付
税

の
不
足
額
と
し
て
起
債
す
る
臨
時

財
政
対
策
債
は
、
国
の
地
方
財
政

計
画
を
基
に
１
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
で
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
補
助

金
や
、
道
路
改
良
な
ど
の
補
助
金

３
億
５
５
８
５
万
９
千
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
庁
舎

耐
震
改
修
事
業
の
補
助
金
が
無
い

こ
と
や
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支

給
額
の
減
少
で
、
前
年
度
か
ら
国

庫
補
助
金
の
減
少
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　
県
支
出
金
で
は
、
林
道
東
俣
線

開
設
事
業
、
林
道
大
槻
大
岩
線
改

良
事
業
の
林
道
開
設
・
改
良
事
業

補
助
金
で
３
億
４
３
１
２
万
１
千

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
道
路
建
設
の
財
源
に
は
、
村
債

と
し
て
辺
地
対
策
事
業
債
と
過
疎

対
策
事
業
債
な
ど
、
元
利
償
還
金

に
対
し
て
交
付
税
措
置
の
あ
る
有

利
な
起
債
で
２
億
２
１
１
０
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
一
勝
地
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
整
備

や
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
改
修

工
事
の
ほ
か
、
高
齢
者
生
活
福
祉

セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
屋
上
の
改
修

工
事
な
ど
、
村
有
施
設
整
備
基
金

か
ら
の
繰
入
金
を
９
２
０
０
万
円

と
し
て
い
ま
す
。

　
義
務
的
経
費
の
公
債
費
や
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
に
か
か
る
社
会

保
障
費
の
増
加
が
続
い
て
お
り
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
を

１
億
円
、
一
勝
地
温
泉
か
わ
せ
み

の
指
定
管
理
委
託
料
の
財
源
に
、

一
勝
地
交
流
セ
ン
タ
ー
活
性
化
基

金
か
ら
の
繰
入
金
を
３
５
０
万

円
、
地
域
で
管
理
運
営
さ
れ
る
水

道
組
合
へ
の
安
心
安
全
な
飲
料
水

供
給
事
業
補
助
金
な
ど
、
水
資

源
活
用
基
金
か
ら
の
繰
入
金
を

６
５
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
で
は
、
子
育

て
環
境
の
充
実
を
図
り
、
住
み
よ

い
む
ら
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
、
子
ど
も
医
療
費
の
対
象
年
齢

を
高
校
３
年
生
ま
で
に
延
長
す
る

こ
と
や
、
小
中
学
校
の
給
食
費
に

対
し
て
２
分
の
１
の
補
助
を
行
い

ま
す
。

　
若
者
の
定
住
対
策
で
は
、
神
瀬

木
屋
角
地
区
の
村
有
地
に
２
戸
の

村
有
住
宅
建
設
を
行
い
ま
す
。
一

勝
地
温
泉
か
わ
せ
み
に
は
、
地

元
で
確
保
で
き
る
木
質
チ
ッ
プ

を
燃
料
と
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
の
設
置
工
事
で
、

７
２
７
３
万
８
千
円
の
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。

　
福
祉
関
係
で
は
、
昨
年
度
の
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
国
の

激
変
緩
和
措
置
と
し
て
「
臨
時
福

祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
臨
時
特
例
給
付
金
」
が
設
け
ら

れ
、
本
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
１
４
０
５
万
３
千
円
の

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
林
業
の
振
興
事
業
で
は
、
国

庫
補
助
金
に
よ
る
日
隠
、
中
渡
、

大
王
、
地
ノ
内
用
水
路
の
改
修
設

計
で
１
２
０
０
万
円
、
35
年
度
の

完
成
を
見
込
ん
で
い
る
林
道
東
俣

線
開
設
事
業
で
は
、
５
８
０
０
万

円
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業

や
、
間
伐
材
利
用
推
進
事
業
の
農

林
業
従
事
者
へ
の
支
援
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
対
策
で
は
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
を

国
の
地
方
創
生
に
関
す
る
交
付
金

で
行
い
ま
す
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
は
前
年
同
額
の
４
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
育
関
係
で
は
、
児
童
生
徒
の

安
全
を
考
え
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
更
新
と
、
総
合
運
動
公
園
の
子

ど
も
広
場
近
く
の
通
路
へ
の
街
灯

設
置
や
、
駐
車
場
の
剥
が
れ
た
区

画
線
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
は
、
役
場
庁
舎
裏

の
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
や
、

来
年
春
に
予
定
の
村
長
選
挙
、
村

議
会
議
員
再
選
挙
（
補
欠
）、
３

月
に
予
定
の
県
知
事
選
挙
の
選
挙

費
を
含
ん
だ
一
般
会
計
予
算
と
し

て
い
ま
す
。

歳
出

33 億 6,300 万円
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歳
入



平成 27 年度　一般会計当初予算
一般会計予算は、昨年度に引き続く大型の建設事業の取り組みなどが
あり、歳入歳出予算をそれぞれ 33億 6,300 万円としました。前年度
当初予算と比べ 1,700 万円（前年度比 0.5％）減となります。

歳入

歳出

村税（7.1％）
2億 3,962 万 8千円

繰入金（6.2％）
2億 700 万円

繰越金（1.5％）
5,000 万円

諸収入（0.2％）
703 万 9千円

地方交付税交付金（48.9％）
16億 4,500 万円

自主財源（15.0％）
5億 366 万 7千円

依存財源（48.9％）
28億 5,933 万 3千円

村債（9.5％）
3億 2,110 万円

県支出金（10.2％）
3億 4,312 万 1千円

国庫支出金（10.2％）
3億 5,585 万 9千円

その他（5.8％）
1億 9,425 万 3千円

議会費（1.8％）
6,163 万 9千円

総務費（19.7％）
6億 6,126 万円

民生費（24.8％）
8億 3,564 万 2千円

衛生費（7.0％）
2億 3,567 万 1千円

農林水産業費（12.2％）
4億 1,125 万 4千円

商工費（0.3％）
1,248 万 6千円

土木費（10.7％）
3億 5,978 万 5千円

消防費（3.8％）
1億 2,768 万 5千円

教育費（6.5％）
2億 1,769 万 5千円

災害復旧費（0.0％）
50万 9千円

公債費（12.7％）
4億 2,637 万 2千円

その他（0.4％）
1,300 万 2千円

総務費
再生可能エネルギー導入事業
コミュニティバス事業
情報通信施設管理費
定住促進住宅建築事業
共助のむらづくり支援事業補助金

民生費
障害福祉サービス等事業費
敬老年金
老人福祉施設措置費
臨時福祉給付金
子育て世帯に対する臨時特例給付金
延長保育促進事業補助
地域子育て支援拠点事業補助金
保育所運営費
児童手当

衛生費
各種健診委託料
子ども医療費
予防接種委託料
人吉球磨広域行政組合負担金
浄化槽設置整備事業補助金

農林水産費
青年就農給付金
中山間地域等直接払交付金
森林整備地域活動支援交付金
間伐材利用推進事業補助金
有害鳥獣捕獲事業補助金
産業振興対策補助金（農業・林業）
立木売払事業委託料
林道東俣線開設工事
林道大槻大岩線改良工事

商工費
商工会助成金
住宅リフォーム助成金
日本で最も美しい村推進費
山村振興対策費

土木費
村道改良工事
村道維持工事
役場庁舎裏急傾斜地崩壊対策工事

消防費
人吉下球磨消防組合負担金
球磨村耐震改修促進計画作成委託料
消防補償等組合負担金

教育費
小学校費
中学校費
社会教育費
保健体育費

6億 6,126 万円
7,644 万円

3,747 万 5千円
3,134 万 4千円

3,100 万円
300 万円

8億 3,564 万 2千円
１億 3,839 万 5千円

810 万 3千円
2,346 万 7千円

1,107 万円
124 万 5千円
1,662 万９千円

690 万円
１億 8,529 万２千円

5,229 万５千円

2億 3,567 万 1千円
1,050 万円
1,600 万円
1,000 万円
7,235 万円
736 万円

4億 1,125 万 4千円
1,050 万円

711 万９千円
1,614 万 2千円

1,600 万円
1,446 万円
1,338 万円
2,250 万円
5,800 万円

4,938 万 7千円

1,248 万 6千円
350 万円
400 万円
705 万円

3,511 万 4千円

3億 5,978 万 5千円
１億 4,114 万 3千円

4,000 万円
6,470 万円

1億 2,768 万 5千円
9,316 万 2千円
358 万６千円
719 万 6千円

2億 1,769 万 5千円
3,448 万 8千円
5,195 万 7千円
1,503 万 1千円
1,579 万 6千円

予算の使い道（主な事業）

9　　広報くまむら　2015.4



11　　広報くまむら　2015.4 広報くまむら　2015.4　　10

柳詰村長から辞令を受ける松野三千夫団長

汽笛を鳴らし、黒煙を吹いて迫力満点
ＳＬ人吉運行開始

　熊本駅から人吉駅までを運行するＳＬ人吉が３月 21
日に今年の運行を開始しました。
　ＳＬ人吉が一勝地駅に停車すると、降りてきた観光
客の皆さんは、ＳＬ人吉の正面に向っていき記念写真
を撮ったり、リニューアルした一勝地駅の入場券を買
い求めて、駅窓口に行列をつくったりしました。駅舎
内では、村の物産品販売などもあり、村の味覚を買い
求める観光客もいて、約 10分間の停車時間でしたが、
とてもにぎわっていました。
　ＳＬ人吉は 11月下旬までの運行を予定しています。

一勝地駅に停車するＳＬ人吉

松谷棚田展望所で休憩する皆さん

不登校と発達症について学ぶ
こころの健康講演会

　こころの健康講演会は３月 25 日に吉田病院の興
お き の

野
康
や す な り

也医師を講師に迎え、一勝地温泉かわせみ別館で開
催されました。
　興野医師は、精神科医師として発達症の治療に携わ
りながら、ボランテイアとしてフリースクールの支援
を続けています。講演では「発達症の子どもは、生き
にくさを感じているので、できるだけ早期に受診し、
検査を受け、必要な支援を受けるようにした方が良い」
と言うことを、経験談を交えながら参加者の皆さんに
伝えました。

不登校や発達症について話す興野医師

消防団の新団長に松
ま つ の

野三
み ち お

千夫さん
球磨村消防団辞令交付式

春の球磨村をウォーキング
ＪＲ九州ウォーキング

　消防団辞令交付式が４月１日に役場会議室で行われ、
新団長の松野三千夫さんに柳詰村長から辞令書が交付
されました。
　消防団では、長年にわたって村民の安心、安全のた
めに尽力いただいた黄

き わ だ

檗呉
ご い ち

一団長と西
に し

善
よ し ま さ

政副団長が、
３月 31 日をもって退任。４月１日からは新しく松野
三千夫団長と尾

お ざ き

﨑一
い ち ろ う

郎副団長、大
お お む た

無田満
み つ ひ ろ

浩副団長が誕
生しました。松野団長は「重い役だと思っています。
新しい２人の副団長とともに、協力しながら頑張って
いきます」と抱負を述べました。

　春の球磨村を歩いて楽しむＪＲ九州ウォーキングが
４月５日に開催され、県内外から約 130人のウォーキ
ング客が訪れました。
　参加者の皆さんは、一勝地駅をスタート・ゴールに、
球磨川や毎床地区の一勝地梨の花、松谷棚田などを眺
めながら約 12㌔のコースを歩きました。一勝地駅や松
谷棚田展望所、一勝地阿蘇神社では、参加者の皆さん
に地元住民の皆さんから、お茶や漬物などの心温まる
おもてなしがありました。ゴール時には球磨村の物産
品が当たる空くじなしの抽選もありました。
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　行政相談委員の委嘱状交付式が４月 14日に熊本市の
総務省熊本行政評価事務所で行われ、毎床喜代利さん
が松谷俊一所長から委嘱状を交付されました。
　行政相談委員は、住民の皆さんの相談相手として、
行政サービスに関する苦情、行政の仕組みや手続きに
関する問い合わせなどの相談を受け付け、その解決の
ための助言や関係行政機関に対する通知などの仕事を
行います。村では２カ月に１回、行政相談を開催して
います。毎床さんの任期は、平成 27年４月１日から平
成 29年３月 31日までの２年間となっています。

村民の皆さんの相談役としてよろしくお願いします

行政相談委員に毎
ま い と こ

床喜
き よ と し

代利さん
行政相談委員委嘱状交付式

　男性のシンボルをかたどった御神木のある、柴立姫
神社（淋地区）の大祭が４月 22日（旧暦３月４日）に
行われ、多くの参拝者が訪れました。
　大祭は旧暦３月４日と決められ、毎年地域住民の皆
さんをはじめ、村外からも多くの人が参拝します。柴
立姫神社は、地元住民の皆さんから「柴

し ば が み

神さん」と呼
ばれて親しまれており、参拝すると婦人病や、腰から
下の病気が治ると伝えられています。神事後には、地
元住民の皆さんから参拝者に、お茶や漬物の振る舞い
などのおもてなしがありました。

たくさんの人が参拝に訪れました

春の陽気の中、多くの人が参拝する
柴立姫神社大祭

しおりーずが第１回大会を制する
第１回球磨村ビーチボールバレー大会

　第１回球磨村ビーチボールバレー大会が４月 12日に
開催され、しおりーずが見事優勝しました。大会には、
村内の事業所や愛好会チームなど 13チームが出場し、
熱戦を繰り広げました。決勝では、しおりーずと渡ビー
チボールバレークラブが対戦し、しおりーずが順調に
得点を積み重ねて見事優勝しました。大会結果は次の
とおりです。

【大会結果】
優勝　しおりーず
２位　渡ビーチボールバレークラブ　３位　千寿園

多くのチームの参加で盛り上がりました

Kuma Village Topics ＊＊＊ こんなことがありました ＊＊＊

　田舎の体験交流館さんがうらの山菜ツアーは４月 19
日に開催され、春の味覚を求めて 26人が参加しました。
　山菜ツアーは、茂田地区班長の茂田豊さんの案内で
行われました。参加者の皆さんは、急な斜面に群生し
ているワラビやゼンマイなどを、草をかき分けながら
袋一杯になるまで採っていました。竹林では、至る所
から頭を出しているタケノコ掘りも行われ、参加者の
皆さんは、鍬を振りかぶって汗を流していました。昼
食は、茂田公民館に山菜料理が準備され、おいしい春
の味覚を味わいました。

山菜採りを楽しむ参加者の皆さん

春の味覚を求めて草をかき分ける
田舎の体験交流館さんがうら「山菜ツアー」
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▽
総
務
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会

書
記
長
（
産
業
振
興
課
長
兼
農
業

委
員
会
事
務
局
長
）

宮
本　
宣
彦

▽
産
業
振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会

事
務
局
長
（
税
務
課
長
）

永
椎　
龍
一

▽
企
画
振
興
課
長
（
議
会
事
務
局

長
兼
監
査
委
員
書
記
）金

栗　
邦
代

▽
教
育
課
長
兼
総
務
係
長
（
住
民

福
祉
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
長
）

瓜
生　
文
代

▽
会
計
課
長
兼
会
計
係
長
（
健
康

衛
生
課
長
）

大
瀬　
常
喜

▽
建
設
課
長
（
会
計
課
長
兼
会
計

係
長
）

大
坂
間　
淳

▽
住
民
福
祉
課
長
兼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
長
（
建
設
課
課
長
補

佐
兼
管
理
係
長
）

板
﨑　
雄
治

▽
税
務
課
長（
税
務
課
課
長
補
佐
）

東　
勝
信

▽
議
会
事
務
局
長
兼
監
査
委
員
書

記
（
総
務
企
画
課
課
長
補
佐
兼
総

務
係
長
）

山
口　
隆
雄

▽
健
康
衛
生
課
長
（
健
康
衛
生
課

課
長
補
佐
兼
保
険
医
療
係
長
）

戸
屋　
武
文

球
磨
村
役
場
人
事
異
動

平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
本
年
度
か
ら
、
総
務
企

画
課
の
企
画
広
報
係
と
産
業
振
興
課
の
商
工
観
光
係
が
統
合
し
、
新
し
く
企
画
振
興
課
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
総
務
企
画
課
は
総
務
課
に
名
称
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

課
長
・
局
長

課
長
補
佐

▽
職
名
（
前
職
名
）
氏
名

▽
総
務
課
課
長
補
佐
兼
防
災
交
通

係
長
兼
総
務
係
（
総
務
企
画
課
主

幹
兼
防
災
交
通
係
長
兼
総
務
係

永
椎　
樹
一
郎

▽
健
康
衛
生
課
課
長
補
佐
（
健
康

衛
生
課
主
幹
兼
保
健
予
防
係
長
）

松
村　
玲
子

▽
健
康
衛
生
課
主
幹
兼
保
険
医
療

▽
総
務
課
村
長
公
室
長
兼
総
務
係

（
総
務
企
画
課
村
長
公
室
長
兼
総

務
係
）

友
尻　
陽
介

▽
総
務
課
総
務
係
長
（
総
務
企
画

課
総
務
係
参
事
兼
企
画
広
報
係
）

淋　
真
也

▽
総
務
課
管
財
係
長
（
総
務
企
画

課
総
務
係
参
事
）

主　
幹

係
長
（
教
育
課
主
幹
兼
学
校
教
育

係
長
）

境
目　
昭
博

▽
企
画
振
興
課
主
幹
兼
山
村
振
興

係
長
（
産
業
振
興
課
主
幹
兼
商
工

観
光
係
長
）

髙
永　
幸
夫

▽
総
務
課
主
幹
（
総
務
企
画
課
財

政
係
長
兼
企
画
広
報
係
長
）

大
岩　
正
明

▽
住
民
福
祉
課
主
幹
兼
地
域
包
括

支
援
係
長
（
住
民
福
祉
課
地
域
包

括
支
援
係
長
兼
福
祉
係
）

山
本　
美
香

係　
長

村民の皆さんと一緒
に、全ての人たちに
とって魅力的な村をつ
くり、今以上に球磨村
を盛り上げていきたい
と思います。

長崎県出身で、以前は
看護師をしていまし
た。保健師の仕事や球
磨村について初心者の
私ですが、どうぞよろ
しくお願いします。

よ ろ し く お 願 い し ま す

企画振興課山村振興係

高
たか さ わ

沢　絵
え り な

利奈
健康衛生課保健予防係

竹
たけ う ち

内　留
る み

美
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▽
企
画
振
興
課
山
村
振
興
係
参
事

（
税
務
課
課
税
係
主
査
兼
徴
収
係
）

上
蔀　
準
也

▽
住
民
福
祉
課
福
祉
係
参
事
（
住

民
福
祉
課
福
祉
係
主
査
）

▽
税
務
課
課
税
係
主
査
（
総
務
企

画
課
総
務
係
主
査
）

牛
塚　
友
紀

▽
総
務
課
総
務
係
主
事
兼
防
災
交

通
係
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
兼

議
会
事
務
局
書
記
（
総
務
企
画
課

総
務
係
主
事
兼
防
災
交
通
係
）

地
下　
翔
太

▽
総
務
課
財
政
係
主
事
（
産
業
振

興
課
商
工
観
光
係
主
事
）

日
隠　
啓
知

▽
企
画
振
興
課
企
画
広
報
係
主
事

（
総
務
企
画
課
企
画
広
報
係
主
事
）

※
担
当
職
の
み

▽
企
画
振
興
課
山
村
振
興
係
専
門

員（
一
勝
地
交
流
セ
ン
タ
ー
担
当
）

蔀　
敦
己

▽
総
務
課
管
財
係
専
門
員

川
口　
道
男

※
旧
職
の
み

（
総
務
企
画
課
長
）　　
蔀　
敦
己

（
建
設
課
長
）　　
　
川
口　
道
男

（
教
育
課
長
）　　
日
當　
美
紀
子

（
球
磨
中
学
校
用
務
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
小
川　
陽
子

大
岩　
久
人

▽
総
務
課
財
政
係
長
（
総
務
企
画

課
財
政
係
参
事
兼
企
画
広
報
係
）

淋　
辰
生

▽
企
画
振
興
課
企
画
広
報
係
長

（
総
務
企
画
課
企
画
広
報
係
参
事
）

佐
々
木　
亨

▽
住
民
福
祉
課
住
民
係
長
（
住
民

福
祉
課
住
民
係
参
事
）

高
沢　
美
由
紀

▽
健
康
衛
生
課
保
健
予
防
係
長

（
健
康
衛
生
課
保
健
予
防
係
参
事
）

上
蔀　
美
保

▽
産
業
振
興
課
農
業
係
長
（
建
設

課
工
務
係
参
事
）

髙
沢　
健
悟

▽
建
設
課
管
理
係
長
（
住
民
福
祉

課
住
民
係
長
兼
福
祉
係
）

毎
床　
公
司

▽
教
育
課
学
校
教
育
係
長
（
教
育

課
社
会
教
育
係
長
）

毎
床　
貴
哉

▽
教
育
課
社
会
教
育
係
長
（
産
業

振
興
課
農
業
係
長
兼
商
工
観
光

係
）

山
口　
智
幸

参　
事

主　
事

再
任
用

野
々
原　
し
お
り

▽
住
民
福
祉
課
福
祉
係
参
事
（
住

民
福
祉
課
福
祉
係
主
査
）

舟
戸　
光
博

▽
住
民
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係

参
事
（
健
康
衛
生
課
保
健
予
防
係

主
査
）

松
本　
憲
吾

▽
建
設
課
管
理
係
参
事
（
建
設
課

管
理
係
主
査
）

伊
高　
久
美
子

▽
会
計
課
会
計
係
参
事
（
会
計
課

会
計
係
主
査
）

大
坂
間　
一
樹

主　
査

蔀　
祐
太
朗

▽
企
画
振
興
課
山
村
振
興
係
主
事

兼
企
画
広
報
係
（
新
規
採
用
）

高
沢　
絵
利
奈

▽
税
務
課
課
税
係
主
事
（
新
規
採

用
）

恒
松　
佳
樹

▽
住
民
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係

主
事
兼
福
祉
係
（
新
規
採
用
）

槻
木　
亜
里
沙

▽
健
康
衛
生
課
保
健
予
防
係
主
事

（
新
規
採
用
）

竹
内　
留
美

定
年
退
職

一日でも早く皆さんの
役に立てるように勉強
していきたいと思いま
す。笑顔をモットーに
頑張りますので、よろ
しくお願いします。

窓口ではもちろん、そ
れ以外の場所でも皆さ
んと交流を深めたいと
思ってます。どこかで
お会いし時は、気軽に
話しましょう。

新 規 採 用 職 員 で す

住民福祉課地域包括支援係

槻
つ き ぎ

木　亜
あ り さ

里沙
税務課課税係

恒
つね ま つ

松　佳
よ し き

樹
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事業名 内　容 補助率等 採択用件

田畑等整備事業

狭小な棚田を１枚にし、作業効率の高
い田・畑に改良することで労働環境の
改善と安定した農業経営を図る。
田畑等整備事業と一体的に整備する搬
入路（農道）整備事業で、農業経営の安
定と生産意欲の向上を図る。
田畑等整備事業と一体的に整備する用
排水路の修繕・改修事業で、農業用水
の確保や水利用の安定化、合理化を図
る。

30％以内
田（10ａ当り）
限度額 30万円
畑（10ａ当り）
限度額 15万円

搬入路と用排水路
限度額 20万円

米生産数量目標に即した生
産を行っている人
村税等完納者

栗集荷ネット設置事業
集荷に対する労力の軽減を図ることで
農業経営の安定と農業所得の増大を図
る。

30％以内
上限 20万円
下限 2万円

10ａ以上
村税等完納者

水田等畦畔整備事業

未整備で作業効率の低い水田などを対
象に実施することで労力の軽減につな
がり、農業経営の安定を図る。コンク
リート整備事業に加え、畦楽ガード整
備事業も補助対象とする。

30％以内
上限 20万円
下限 2万円

米生産数量目標に即した生
産を行っている人
村税等完納者

獣害（電気牧柵設置）対
策事業

イノシシ、シカ等の獣による農作物の
被害を防止することで農業経営の安定
を図る。

30％以内
上限 20万円
下限 2万円

10ａ以上
村税等完納者

果樹園造成（苗木購入）
補助事業

果樹苗木購入に対して補助を行うこと
により、投資の軽減・果樹園の造成集
積を図り、農業経営の安定と農業所得
の増大を図る。

30％以内
10ａ以上
１品目 20本以上
村税等完納者

農道等整備事業
農道等の整備を行うことで農作業の軽
減、農地の高度利用と農業者の経営安
定を図る。

延長 50m以上
幅員 2.0 ｍ以上
面積 30㎡以上

事業費の 30％以内
上限 20万円、下限 2万円
村税等完納者

延長50m未満
幅員2.0ｍ未満

事業費の 30％以内
上限 20万円、下限 2万円
村税等完納者

水稲一斉防除事業

水稲の病害虫防除をより効果的なもの
にするために各地区一斉に防除を実施
し、米の増収により農業所得の安定を
図る。

30％以内
米生産数量目標に即した生
産を行っている人
村税等完納者

農業共済掛金補助事業
共済掛金に対して補助を行うことで投
資の軽減と被災時にも対応できる安定し
た農業経営を図る。

30％以内
米生産数量目標に即した生
産を行っている人
村税等完納者

６次産業化推進事業 加工等機械・施設整備 定率以内 新規購入・更新

農業後継者育成事業 新規就農者に対する奨励金 定額 50万円 専業として就農する 40 歳
未満の人

“がんばる農家”支援事業（球磨村産業振興対策事業）
農業の振興を目的に、次のとおり平成26年度の補助事業を行います。ぜひご活用ください。《農業経営に補助金制度》

問い合わせ　産業振興課農業係　☎（32）1115
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後期高齢者医療制度の対象となる人
　75歳以上の人（75歳の誕生日から自動的に加入）
　65歳～ 74歳までの人で一定の障害がある人（障害認定については申請が必要です）
平成 27 年度の保険料率
　保険料率は２年ごとに見直され、熊本県内で均一となります。平成 27年度の保険料率は次のとおりです。
　【均等割額】　47,900 円　　【所得割合 】　9.26％
平成 27 年度は保険料軽減対象者が拡大します
　所得が低い人や被用者保険加入者に扶養されていた人の保険料は、継続して軽減されます。

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額などの合計額 軽減後の
均等割額

33 万円
以下の場合

世帯内の被保険者全員が年金収入 80万円以下（その他各種所得なし）の場合 ９割軽減
上記以外の人 8.5 割軽減

33万円＋（26万円×世帯主以外の被保険者数）以下の場合【拡大】 ５割軽減
33万円＋（47万円×世帯の被保険者数）以下の場合【拡大】 ２割軽減

【所得割額の軽減】
　保険料所得割額を負担する人のうち、被保険者の総所得金額などが「基礎控除（33万円）+58万円」を超え
ない人は、保険料の所得割額が 5割軽減されます。

【被扶養者の軽減】
　後期高齢者医療制度の加入直前に、被用者保険（市町村国保、国保組合は対象外）の被扶養者であった被保険
者については、特例措置として均等割額が９割軽減となります。
※平成 27年度の保険料額は７月に本算定を行い、保険料額決定通知書を送付します。

問い合わせ　健康衛生課保険医療係　☎（32）1139

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

　本村では、子育て世代の経済的負担を軽減することと、病気の早期治療を目的に、お子さんが
病気やけがなどで医療機関にかかったときの医療費自己負担額を助成しています。これまで、中
学３年生までを対象に医療費を助成してきましたが、子育て支援のさらなる充実を図るため、平
成 27年４月からは高校３年生までに助成対象年齢を引き上げました。

対象者
　球磨村に住所があり、健康保険に加入している０歳から高校３年生までの子どもが対象です。
　※高校生は 18歳に到達した日の最初の３月 31日までが対象となります。
　ただし、婚姻している人、勤労学生以外の就労している人は助成対象外となりますので、助成要件に該当しなくなっ
た場合は、受給者証の返還をお願いします。
高校生の受給者証について
　高校２年生、高校３年生については、子ども医療費受給者の登録申請が必要となります。まだ、手続きがお済みで
ない人は、健康衛生課に以下の書類をご持参ください。

【申請に必要な物】子どもの被保険者証、印鑑
問い合わせ　健康衛生課保険医療係　☎（32）1139

高校３年生まで引き上げました
子ども医療費の支給対象年齢を
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医療機関の適切な受診のお願い
　現在、休日や夜間に救急医療への受診が増え、緊急性の高い重症の患者さんの
治療に支障を来しています。治療の必要な人が安心して医療が受けられるように、
医療機関の受診や薬局での薬の調剤のときには、以下のことに注意しましょう。

注意事項
①診療時間内に受診しましょう！
　体調がすぐれない場合は、軽い症状でも昼間の診療
時間内に受診しておきましょう。休日や夜間に救急外
来を受診することは、重症の患者さんへの対応が遅れ
てしまう心配があるだけでなく、医師の負担が増え、
医療費も割増料金で高くなります。

②かかりつけの医師を持ちましょう！
　かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら
早めに相談しましょう。

③重複する検査や投薬は体に悪影響を与えます！
　同じ病気で複数の医療機関を受診することは、医療
費を増やすだけでなく、重複する検査や投薬により、
かえって体に悪影響を与えてしまう心配もあります。
今受けている治療に不安などがあるときには、そのこ
とを医師に伝えて相談しましょう。

④ジェネリック医薬品をお勧めします！
　後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品
と同等の効能・効果を持ち、費用も安くすみます。ジェ
ネリック医薬品を希望する場合は「ジェネリック医薬
品希望カード」を医療機関や薬局に提示し、利用につ
いて相談しましょう。

⑤お薬手帳などを活用しましょう！
　薬には副作用があります。複数の薬を使用する場合
は、飲み合わせによって副作用が強くでることもあり
ます。お薬手帳の活用などにより、すでに処方してい
る薬を医師や薬剤師に伝え、飲み合わせには注意しま
しょう。また、薬が余っている場合は、医師や薬剤師
に相談しましょう。

問い合わせ　健康衛生課保険医療係　☎（32）1139

お願い

事業名 高齢者住宅改造助成事業 障害者住宅改造助成事業

対象者

○４月１日現在 65歳以上の人で介護保険法の要介
　護認定を受けた人かこれと同等の人
○世帯生計中心者の前年度所得税課税年額が７万円
　以下の世帯に属する人

○４月１日現在 65歳未満の人で、身体障害者手帳
　１級または２級か、療育手帳Ａ１またはＡ２を所
　持する人
○世帯生計中心者の前年度所得税課税年額が７万円
　以下の世帯に属する人

対象住宅 在宅の要介護高齢者などが利用する部分 在宅の障害者などが利用する部分
増改築
の対応 原則不可　要相談

対象工事 ○要介護者の自立促進、介護者の負担軽減が目的のもの
○年度末までに完了できる工事であること

○障害者の自立促進、介護者の負担軽減が目的のもの
○年度末までに完了できる工事であること

補助額 世帯生計中心者の村民税が非課税　　　⇒　工事費の３分の３（上限額 70万円）
世帯生計中心者の所得税が７万円以下　⇒　工事費の３分の２（上限額 46万６千円）

手続き
※工事前、申請前には以下のところに必ずお尋ねください。
○介護保険認定者　⇒　担当のケアマネージャー　　○介護保険未認定者　⇒　住民福祉課福祉係
○障害者の申請　⇒　住民福祉課福祉係

担当課 住民福祉課福祉係　☎（32）1112

住宅改造助成事業
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　村では地震や洪水など避難が必要な災害が発生した
場合に支援を必要とする人（災害時要援護者）を事前
に把握し、村と地域で平常時からその情報を共有して、
災害時の円滑な支援に役立てるための災害時要援護者
台帳を作成しています。

《災害時要援護者台帳作成の流れ》
　災害時要援護者とは、災害時に自力で避難すること
が困難な以下の人を想定しています。
　○ 65歳以上の高齢者で寝たきり、認知症、要介護
　　３以上の人
　○ 65歳以上の高齢者で一人暮らし、または高齢者
　　のみの世帯の人
　○障害のある人（身障手帳１、２級、療育手帳Ａ、
　　精神手帳１級）
　○そのほか災害時に支援が必要な人
①登録申請
○各地区の民生委員に登録申請書を渡しています。
○住民福祉課窓口にも申請書を用意しています（今
　までに申請した人は、申請書の提出は不要です）。
②台帳の作成
③台帳の配備

○自主防災組織（消防団）・民生委員・社会福祉協議会・
　地域包括支援センター・区長・消防署・避難支援等関
　係者（注意：届け出られた個人情報を関係機関に提
　供しますのでご了承ください）
④災害発生時に情報を伝達し、避難・誘導

【申請を希望する人へ】
　登録には、避難を支援する人（支援者）を決めるこ
ととしていますが、支援者はあくまで善意と地域の助
け合いにより支援を行ってもらうものです。災害時に
支援できなかったり、事故などが発生したりしても責
任を負うものではありません。支援者や地域の人と普
段からコミュニケーションをとり、災害に備えましょう。

【地域の皆さんへ】
　この計画は、災害時に支援が必要な人を地域の中で
見守り、災害時には支援者が一緒に避難したりすると
いう共助の精神に基づく地域活動です。地域の皆さん
には、このような趣旨をご理解いただき、ご協力いた
だきますようお願いします。

問い合わせ　住民福祉課福祉係　☎（32）1112

　　災害時要援護者対策のための
災害時要援護者台帳作成のお知らせ

事業名 住宅リフォーム助成事業

対象者 ○申請者と世帯員に村税の滞納がないこと
○他制度による補助金などを受けていないこと

対象住宅 一戸建住宅の増改築
増改築
の対応 対応可

対象工事
○ 30万円以上の増改築・リフォーム工事で、村内に本社か支店または営業所がある法人・個人事業者
　が施工する工事であること
○年度末までに完了できる工事であること

補助額 30 万円以上 100万円未満　　　⇒　工事費の 20％
100万円以上　　　　　　　　　⇒　一律 20万円

手続き ※工事着工前に担当課に必ずお尋ねください。
担当課 企画振興課山村振興係　☎（32）1114

住宅リフォーム助成事業 と 住宅改造助成事業
　住宅リフォーム助成事業と住宅改造助成事業は、それぞれ担当課が異なりますのでご注意ください。

住宅リフォーム助成事業
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木炭
樫（小丸） ７㎏ 1,600 円 箱入り

樫 10㎏ 2,000 円 袋入り
雑 10㎏ 1,100 円 袋入り

木酢液（原液）
1.5ℓ 500円 ペットボトル入り
20ℓ 6,000 円 ポリ容器持参

炭粉 10㎏ 1,000 円 袋入り
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球磨村社会福祉協議会

　少子高齢化が急速に進展する本村では、地域ごとの生
活課題が多様化・複雑化し、高齢者や障害者、子育て世
代に対して、それぞれの制度の中で個別に対応していく
だけでは解決できない課題が山積しています。全ての村
民が住み慣れた地域で、安心してその人らしい自立した
生活を送れるよう、地域全体で支える仕組みづくりへの
取り組みが必要です。

　このような状況の中、社会福祉協議会は、行政や関係
機関、住民との連携を図りながら「お互いに認め合い、
支え合う村民総参加による福祉の村づくり」を目指して、
地域の抱える課題の把握、課題を踏まえた事業の推進、
小地域で支え合い助け合う地域福祉のネットワークづく
り、その中心となる人材の育成に力を注ぎ、地域の福祉
力向上を目指します。

収入（単位：円） 支出（単位：円）

①会費収入 699,000 ①人件費支出 79,116,000

②寄付金収入 2,000,000 ②事務費支出 23,931,000

③経常経費補助金収入 8,680,000 ③事業費支出 15,801,000

④受託金収入 11,632,000 ④貸付事業等支出 700,000

⑤事業収入 829,000 ⑤共同募金配分金事業支出 1,087,000

⑥貸付事業収入 300,000 ⑥助成金支出 1,026,000

⑦共同募金配分金収入 999,000 ⑧その他支出 4,471,000

⑧介護保険事業収入 104,710,000 ⑨当期末支払資金残高 79,253,000

⑨障害福祉サービス事業等収入 260,000 　　　－ 　　　　　－

⑩受取利息配当金収入 31,000 　　　－ 　　　　　－

⑪その他収入（雑収入） 2,200,000 　　　－ 　　　　　－

⑫前期末支払資金残高 73,045,000 　　　－ 　　　　　－

計 205,385,000 計 205,385,000
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―
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藤　
重
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様

　社会福祉協議会の理事・評議員会が３月 23日に開催
され、平成 27年度事業計画と収支予算が承認されまし
た。
　本年度は、５年ごとに作成される球磨村地域福祉計画
と同時に、社会福祉協議会の計画である地域福祉活動計
画も作成されました。介護保険制度の改正などにより、
福祉を取り巻く環境は日々変化していきますが、行政・
関係機関と連携を図りながら柔軟に対応していきます。

平成 27 年度　事業計画・収支予算
【基本方針】

【重点目標】
１　法人運営の基盤整備
２　地域福祉事業の推進
３　相談支援体制の整備
４　ボランティア活動及び福祉教育の推進
５　在宅福祉事業の推進
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陽だまり 球磨村地域子育てセンター“陽だまり”
〒 869-6401球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL：（33）0125 FAX：（33）0173 ホームページ：http://www.kmbb.jp/watari/

　桜が葉桜に変わりました。稲荷神社の横には、雨後の
タケノコがにょきにょきと伸びていました。子どもたち
は、軍手とシャベルを持ちながら「ようイノシシの食べ
んかったね」「石のじゃまか」「俺にまかせとけ」「手伝
いにきたよ」などと話しながらたくましくタケノコ掘り
をしました。最後は先生の力を借りて16本を堀り上げ、
「おいしいタケノコをありがとうございます」とみんな
で稲荷神社にお礼をしました。
　掘ったタケノコは、園まで運んで皮むきをしました。
１枚 1枚剥いで行くと中身は細くなり、子どもたちか

らは歓声が起こりました。子どもたちは、たくさんの皮
を前に匂いを嗅いでみたり、ぶつぶつした根を触ったり、
泥を洗ったりして、五感を育てる自然保育となりました。
　園に残っていた小さい組の子どもたちが出てくると
「タケノコご飯いいね」「小さいのは皮ごと焼いても甘く
ておいしいよ」などと献立に花を咲かせました。調理の
先生は、さっそくイリコと煮ておやつの時間に出しくれ
ました。子どもたちは、おいしいおやつを何度もおかわ
りしていました。

「タケノコ掘ったよ！」　　〈神瀬保育園〉

【りんごの木サークル】

すくすくみんな大きくなってい
ます！

保健師さんと新生児訪問をしています。
絵本のプレゼントもあり、お母さん
たちにとても喜んでもらっています。

毎月１回、定
例会の日にい
ろんな分野か
ら絵本を選ん
で読み聞かせ
をしていただ
いています。

陽だまり ５月行事予定
7 日㈭　陽だまりサロン

13 日㈬　陽だまりサロン
16 日㈯　りんごの木サークル
20 日㈬　陽だまりサロン
21 日㈭　３カ月児、６カ月児健診
27 日㈬　陽だまりサロン

陽だまりサロンでは、毎回、
育児講座やフリートークな

ど、球磨村で子育て中の親子やマ
タニティーの皆さんで楽しく過ご
しています。上記の日程をご覧の
上、どうぞお気軽にご参加くださ
い。お待ちしています！（初めて参
加する人は電話でご連絡ください）

【３カ月児、６カ月児健診】

【赤ちゃんこんにちは】

今月はどんな本かな？
みんな楽しみにしています。

【渡学童クラブ】
～自主事業～

春休みの学童クラブのようすです。
おやつ作りやお弁当作り、製作など、
みんなで楽しみました。

「
制
作
活
動
」
「
マ
イ
弁
当
作
り
」

卵
焼
き
、
タ
コ
ウ
イ
ン
ナ
ー
な

ど
上
手
に
で
き
ま
し
た
。

「
卵
ボ
ー
ロ
作
り
」

タ
ネ
を
こ
ね
て
、
小
さ
く
丸
め

て
、
オ
ー
ブ
ン
で
焼
き
ま
し
た
。 手作り弁当出来上がり！
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【
肥
後
狂
句
】

筋
金
入
り　
苦
難
の
道
も
音
を
上
げ
ん

そ
う
だ
ろ
か　
人
生
は
金
だ
け
で
無
ァ

迷
惑
千
万　
似
て
い
る
だ
け
で
調
べ
ら
れ

変
な
癖　
指
し
ゃ
ぶ
ら
ん
と
眠
ら
れ
ん　
　
　
　
　
　
日
當
山
岳

う
き
う
き　
「
さ
く
ら
咲
い
た
」
が
来
た
つ
か
い

後
十
年　
健
康
寿
命
で
居お

り
た
か

し
も
た
ァ　
商
品
券
が
期
限
切
れ　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
飼
竜
胆

【
俳
句
】

禿
頭
を　
桜
花
び
ら　
滑
り
お
ち

柴
神
に　
雄
の
ロ
ケ
ッ
ト　
空
に
向
け

肩
車　
髙
い
々
が　
孫
二は

た

ち

十
才　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村
義
喜

春
く
れ
ば　
花
も
彩
り　
咲
き
誇
る

人
々
も　
桜
満
開　
足
止
ま
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
継

国
道
の　
桜
並
木
も　
早
や
緑

ワ
ラ
ビ
が
り　
遠
足
気
分
で　
山
ゑ
行
き　
　
　
　
　
蔀
フ
ク
エ

血
尿
を　
ワ
イ
ン
み
た
い
と　
逝
っ
た
夫つ

ま

花
見
酒　
貴
男
は
い
な
い　
千
の
風　
　
　
　
　
　
　
カ
ヅ
子

【
短
歌
】

球
磨
村
の　
村
花
に
選
ば
れ
し　
我
が
「
山
桜
」

　
今
さ
か
り
と
咲
き　
見
る
ほ
ど
に
愛い

と

し

「
そ
の
内
に
」
と　
約
束
は
た
せ
ず　
遺
影
の
人
は

　
花
に
か
こ
ま
れ　
勲
章
む
ね
に　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
露
子

数
々
の　
思
い
溢
る
る　
春
彼
岸

　
亡
き
父
母
・
夫つ

ま

が　
我
の
背
を
お
す　
　
　
　
　
　
犬
童
幸
子

春
彼
岸　
ど
の
墓
見
て
も　
花
盛ざ

か

り

　
遠
く
に
眠
る　
娘こ

の
墓
参
れ
ず  　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
よ
り
の
写
メ
メ
ー
ル　
マ
マ
の
墓

　
百
合
に
カ
ラ
ー
に　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
盛も

り　
　
　
可
津
子

文
芸
の
広
場

※
原
稿
は
、
毎
月
10
日
ま
で
に
企
画
振
興
課
へ

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓
口

A 
yo

un
gm

an's power

球磨村
青年団

人口・世帯の動き
（平成27年４月１日現在）

人　口 前月比

世帯数（戸） 1,552 - ２

人　口（人） 4,057 -15

男　性（人） 1,923 - ９

女　性（人） 2,134 - ６

平成 27 年球磨村青年団総会

３
月
届
け
出
分
（
敬
称
略
）

▼
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
氏
名　
　
　
　
　
年
齢　
　
地
区

　
板い

た
ざ
き﨑

　
茂し

げ
ひ
ろ寛

　
　
62
歳
　
　
黒
白

　
中な

か
わ
た
り渡

　
幸ゆ

き
ひ
さ久

　
　
91
歳
　
　
岳
本

　
佐さ

さ

き々木
　
武た

け
こ子

　
73
歳
　
　
柳
詰

　
藏く

ら
た
に谷

　
重し

げ
き喜

　
　
87
歳
　
　
蔵
谷

　新団長の野々原真矢です。昭和
62年生まれの 27歳です。村民の
皆さんには、日頃から青年団活動
にご理解とご協力をいただきあり
がとうございます。青年団活動は、
主に祭りのときの出店や子どもたちとの交流のほ
か、他町村青年団との交流を行っています。若者目
線で球磨村を盛り上げていきたいと思っています。
ご迷惑をお掛けすることもあるかもしれませんが一
生懸命頑張りますのでよろしくお願いします。　

新団長を紹介します！
　平成 27年球磨村青年団総会は 4月 4
日、石の交流館やまなみで開催されまし

た。淋茜団長は「平成 26年度は全国大会で合唱の
部 2位という悔しい結果を残しましたが、球青協駅
伝大会で 4連覇という素晴らしい成績を残せたこと
が良かったです」と思い出を振り返りながらあいさ
つしました。議事は、槻木和明さんを議長に行われ、
全て原案どおり可決しました。
　懇親会では、新入団員も交え親睦を深めることが
できました。平成 26
年度も、多くの村民の
皆さんにご支援とご協
力いただきありがとう
ございました。

最後に…
　平成 27年度の青年団広報を担当します木屋あり
さです。どうぞよろしくお願いします。

毎床集落の一勝地梨の花
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球磨村公民館図書室では、１回につき１人２
冊まで１週間レンタルができますのでぜひご
利用ください。
受付日　月曜～金曜（祝日を除く）
受付時間　午前８時 30 分～午後５時
問い合わせ　教育委員会　☎（32）1117

新 刊 紹 介

Kumamura Library
＊球磨村公民館図書室＊

ヒトの脳にはクセがある
小林朋道 著

なぜ涙を流すのか？なぜビ
ル街に鳥居を作るのか？な
ぜ火に魅せられるのか？な
ぜ宇宙の果てをイメージで
きないのか？

晩鐘
佐藤愛子 著

私の夫であったあなたは、
いったい何者だったのです
か ?老作家・藤田杉のもと
にある日届いた訃報―。そ
れは青春の日々を共にし、
15 年間は夫であった畑中
辰彦のものだった。

【作り方】
①白身魚は塩こしょうをして 10 分ほど置いておく。タマネギ、ニンジン、
　ピーマンは千切りにし、シメジは食べやすい大きさに切る。
②白身魚は汁気を切り、片栗粉を薄く付けて表面に薄く色が付くまで揚げ、
　油をきる。
③あんかけだしの材料を鍋に入れたら強火にかける。煮立ったらタマネギ、
　ニンジン、シメジ、ピーマンを入れる。しんなりしてきたら水溶き片栗
　粉を入れる。
④器に白身魚を盛って②をかけたら出来上がり！

【材料（４人分）】
白身魚…４切れ　塩こしょう…少々　片栗粉…少々　タマネギ…1/2 個
ニンジン…1/4 本　ピーマン…１個　シメジ…1/2 パック

（あんかけ）だし汁…300ml　薄口しょう油…大２　料理酒…大２
みりん…大２　塩…小 1/2　（水溶き片栗粉）片栗粉…大１　水…大２

１人あたりの栄養価　エネルギー：134kcal　たんぱく質：10.0g
　　　　　　　　　　脂質：4.2g　塩分：2.5g

健康衛生課　栄養士　冨永明希江

Cooking今月のレシピ
白身魚のあんかけ

❺月  乳幼児健診　　問い合わせ　健康衛生課保健予防係　☎（32）1139

●３カ月児、６カ月児健診
健　診 対象者 日　程 場　所
３カ月 平成 26年 12月 13日～平成 27年２月 21日生まれ

21日㈭ 渡地区多目的集会施設
６カ月 平成 26年９月１日～平成 26年９月 30日生まれ

受付時間　午後１時～午後１時 15分　内容　小児科健診、身体計測、子育て・栄養相談
持参物　母子健康手帳、問診票、バスタオル、お出かけセット（オムツ、着替えなど）
●こども歯科健診・フッ素塗布

健　診 対象者 日　程 場　所
１歳 平成 26年３月１日～平成 26年６月 30日生まれ

28日㈭ 渡地区多目的集会施設
２歳 平成 24年６月１日～平成 25年１月 31日生まれ

受付時間　午後指定時間　内容　歯科健診、個別相談、希望者にはフッ素塗布
持参物　母子健康手帳、問診票、フェイスタオル　※上記対象者以外の人もお呼びすることがあります。

❺月  年金相談会　　問い合わせ　八代年金事務所　☎0965（35）6123／住民福祉課住民係　☎（32）1112

八代年金事務所による年金相談会が次のとおり開設されます。お気軽にご相談ください。
場　所 日　程

人吉市消費生活センター １日㈮・８日㈮・11日㈪・15日㈮・18日㈪・22日㈮・25日㈪・29日㈮
錦町温泉センター 20日㈬
多良木町多目的研修センター 13日㈬・27日㈬

予約受付時間　午前９時～午後５時
※３日前までに予約が必要ですので、年金手帳を準備の上、八代年金事務所までご連絡ください。なお、予約は先着順となりますので、
　相談者が多い場合はご希望に添えない場合もあります。
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２

３ 憲法記念日 ４ みどりの日 ５ こどもの日 ６ 振替休日 ７ ８ ９

10 11
区長文書

12 13 14
３カ月児、６カ月児健診
午後１時～（渡多）

15 16

17
球磨中学校体育大会
午前９時～（球中）

18 19 20 21
こころの悩み相談
午後１時 30分～午後４
時 30分（清流館）

22 23

24
渡小学校運動会
午前９時～（渡小）
一勝地小学校運動会
午前９時～（一小）

25
区長文書
（広報くまむら発行）

26 27 28
こども歯科健診・フッ
素塗布
午後指定時間（渡多）

29 30

31

❺月　行事予定

清流館……球磨村コミュニティセンター清流館
渡多………渡地区多目的集会施設
神多………神瀬地区多目的集会施設
せせらぎ…高齢者生活福祉センターせせらぎ
たかおと…神瀬福祉センターたかおと

やまなみ……石の交流館やまなみ
かわせみ……一勝地温泉かわせみ
運公…………球磨村総合運動公園
さんがうら…田舎の体験交流館さんがうら
渡保…………渡保育園

こがね…こがね保育園
神保……神瀬保育園
渡小……渡小学校
一小……一勝地小学校
球中……球磨中学校

各施設の略称

10日㈰
たかの眼科（あさぎり町） ☎（47）2550
緒方医院（相良村） ☎（35）0131
やまむら医院（あさぎり町） ☎（45）0005

17日㈰
東病院（あさぎり町） ☎（45）5711
増田耳鼻咽喉科クリニック（あさぎり町） ☎（45）8001
増田クリニック小児科（人吉市） ☎（43）2063

24日㈰
犬童耳鼻咽喉科（多良木町） ☎（43）0777
岩井クリニック（あさぎり町） ☎（49）2181
たかはし小児科内科医院（人吉市） ☎（24）2222

31日㈰
桑原医院（あさぎり町） ☎（45）0205
田中医院（錦町） ☎（38）0061
やまむら医院（あさぎり町） ☎（45）0005

❺月  休日在宅当番医　　※都合により変更になる場合がありますので、受診する人は事前に医療機関にご確認ください。

３日㈰
宮原医院（多良木町） ☎（42）2082
酒瀬川内科（錦町） ☎（38）0050
増田クリニック小児科（人吉市） ☎（43）2063

４日㈪
渡辺医院（多良木町） ☎（42）2541
ほづみ皮膚科医院（錦町） ☎（26）5300
人吉医療センター小児科（人吉市） ☎（22）2191

５日㈫
横山医院（多良木町） ☎（42）2132
小川整形外科医院（錦町） ☎（38）3455
公立多良木病院小児科（多良木町） ☎（45）2560

６日㈬
仁田畑クリニック（多良木町） ☎（42）1123
たかはし小児科内科医院（人吉市） ☎（24）2222

10日㈰ 井口医院（多良木町） ☎（42）5570
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新
年
度
を
迎
え
て
、
す
で
に
１

カ
月
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
は
27
年
度
も
、
広
報
く
ま
む
ら

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
こ
う
や
っ
て
編
集
後
記
を
考
え

る
の
も
49
回
目
。
５
月
号
で
は
、

50
回
目
を
迎
え
ま
す
。
時
々
、
前

に
書
い
た
も
の
を
読
ん
で
み
た
り

し
ま
す
。
編
集
後
記
は
文
字
の
ご

と
く
、
編
集
の
最
後
に
書
く
も
の

で
す
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
振
り

返
っ
て
思
う
と
、
編
集
後
記
が
一

番
悩
ま
し
い
も
の
だ
な
と
思
い
ま

す
。
何
を
書
け
ば
い
い
か
、
す
ご

く
悩
ん
で
、
時
間
を
か
け
て
書
い

て
き
た
な
と
思
い
ま
す
。
村
民
の

皆
さ
ん
か
ら
は
「
編
集
後
記
だ
け

は
、
か
か
さ
ず
読
む
と
た
い
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ

ら
た
め
て
最
後
ま
で
気
が
抜
け
な

い
な
と
思
い
ま
す
。
文
章
が
へ
た

く
そ
な
私
で
す
が
、
広
報
く
ま
む

ら
を
、
最
後
の
最
後
ま
で
読
ん
で

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
４
月
は
雨
の
多
い
日
が
続
き
ま

し
た
。
５
月
は
村
内
小
中
学
校
の

運
動
会
が
開
催
予
定
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
天
候
の
影
響

を
受
け
な
い
一
年
に
な
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

vol.18
Smile
～笑顔で輝く球磨人～

たくさんの人たちへの恩返し。
感謝の気持ちが特別な味を生み出す。

　
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
大
無

田
さ
ん
た
ち
が
頑
張
っ
て
く
れ
る

の
で
私
た
ち
も
助
か
る
」。
大
切

に
育
て
た
食
材
を
出
し
て
く
れ

る
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
感
謝

の
言
葉
。

　
「
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
あ
じ
さ

い
」
が
発
足
し
た
の
は
約
15
年

前
。
同
グ
ル
ー
プ
の
代
表
を
務
め

る
大
無
田
さ
ん
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
大
切
に
育
て
た
野
菜
や
果
樹

を
使
っ
て
、
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る

商
品
を
開
発
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
の
食
材
宅
配
員
だ
っ
た
大

無
田
さ
ん
は
、地
域
の
中
に
、眠
っ

て
い
る
食
材
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
に
気
付
く
。
お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
か
ら
は
、
食
材
の
保
存
や
加
工

の
仕
方
を
学
ん
だ
。「
せ
っ
か
く

教
え
て
も
ら
っ
た
か
ら
恩
返
し
を

し
た
い
」
と
大
無
田
さ
ん
。
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
出
し
て
く
れ
た
食
材
を
大
切

に
調
理
し
て
い
る
。

　

昨
年
春
に
は
、
村
の
食
材
を

使
っ
た
田
舎
料
理
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
一い

っ
し
ょ
う
ぢ
ゃ
や

勝
茶
屋
を
オ
ー
プ

ン
。
こ
こ
で
は
昭
和
30
年
代
の
懐

か
し
い
料
理
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
。「
い
ろ
ん
な
世
代
の
人
に

食
べ
に
来
て
ほ
し
い
」
と
話
す
大

無
田
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
加
工
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
感
謝

の
気
持
ち
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
。

一生懸命何かに挑戦している人、頑張っている人、楽しんでいる人など、日々笑顔で輝いている球磨人を募集しています。自薦・
他薦は問いません。応募する場合は、企画振興課企画広報係までお問い合わせください。たくさんの『笑顔』をお待ちしています。

問い合わせ　企画振興課企画広報係　☎（32）1138

編
集
後
記

朗

大お

お

む

た

無
田 

ト
ミ
子 

さ
ん 

（
大
久
保
）




